
حىٓإイٝ؋ؿ スؙ

匌蓎ٔذو،ル吳䒭⠓爡
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鞢ַז劢勻の佄ְִ֮דկ

ծכ素勞זの㼭ׁ

㣐ֹז㣄の㹋植ח顀柃ׅתְג׃կ

ծ֮ٔד،صイؔػ ーتー֮דկ
ˑؔٝٔーٙٝ品颵˒ד儗➿のصー1�0חؤֶ䘔ִׅת׃կ

猘כծ1�60䎃➿ַ璛⻉؛؎稆（4J3N4）ךأؙحىٓإ涪ח滠䩛׃ծ

ծדהֿ䲿⣘ׅ醡ㅷך数㢳ֻח噟歲ךוזծ荈⹛鮦ծ⼱㼪⡤ؚٝٔ،ك

կ׃תֹג佄ִ⻉鹌ך剑⯓畭䪮遭ה㛇湍ך欵噟זתׂתׁ

ծ׃⢪欽ח搶穠⸔ך稆（4J3N4）؎؛⻉璛（203:）،ٔزح؎חծ䋞㕼겲ꃐ⻉暟ծ暴ג׃

䓼ꬬךأؙحىٓإٝ؎؋ؿז㹋植ח䧭⸆׃ת׃կ

㸘㸾٥菓瑞堣ؒٝ٦ُٕآ٦ٌٙػךוז#5)*װؚٝٔ،كךٝآ㛇匢ח

数㢳ֻך넝⥋걾٥넝ㅷ颵ך醡ㅷָ䱰欽ׁծ넝ְ鐰⣣ׅתֶגְְկ

ꨵ㶨欽؋ؿイٝأؙحىٓإ
璛⻉؛؎稆（4J3N4）

圓鸡欽؋ؿイٝأؙحىٓإ
璛⻉؛؎稆（4J3N4）

*
/
%
&
9

圓鸡欽حىٓإٝ؎؋ؿ �暟䚍♧鋮Ճأؙ

ٝٔ،ك ٦نؚ （ٕ4J3N4）Ճ�

荈⹛鮦鿇ㅷ（4J3N4）Ճ10

շ灇瑔涪ㅷո䷐京伺䬛䱸さ欽حىٓإ 10ˋ٦ٕخأؙ

ꨵ㶨欽حىٓإٝ؎؋ؿ �暟䚍♧鋮Ճأؙ

�٦ٝ㛇匢（4J3N4）Ճٖف�

崞䚍ꆃ㾩ꋛ回騟（".$）㛇匢Ճ�
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鞢ַז劢勻の佄ְִ֮דկ

ծכ素勞זの㼭ׁ

㣐ֹז㣄の㹋植ח顀柃ׅתְג׃կ

ծ֮ٔד،صイؔػ ーتー֮דկ
ˑؔٝٔーٙٝ品颵˒ד儗➿のصー1�0חؤֶ䘔ִׅת׃կ

猘כծ1�60䎃➿ַ璛⻉؛؎稆（4J3N4）ךأؙحىٓإ涪ח滠䩛׃ծ

ծדהֿ䲿⣘ׅ醡ㅷך数㢳ֻח噟歲ךוזծ荈⹛鮦ծ⼱㼪⡤ؚٝٔ،ك

կ׃תֹג佄ִ⻉鹌ך剑⯓畭䪮遭ה㛇湍ך欵噟זתׂתׁ

ծ׃⢪欽ח搶穠⸔ך稆（4J3N4）؎؛⻉璛（203:）،ٔزح؎חծ䋞㕼겲ꃐ⻉暟ծ暴ג׃

䓼ꬬךأؙحىٓإٝ؎؋ؿז㹋植ח䧭⸆׃ת׃կ

㸘㸾٥菓瑞堣ؒٝ٦ُٕآ٦ٌٙػךוז#5)*װؚٝٔ،كךٝآ㛇匢ח

数㢳ֻך넝⥋걾٥넝ㅷ颵ך醡ㅷָ䱰欽ׁծ넝ְ鐰⣣ׅתֶגְְկ

ꨵ㶨欽؋ؿイٝأؙحىٓإ
璛⻉؛؎稆（4J3N4）

圓鸡欽؋ؿイٝأؙحىٓإ
璛⻉؛؎稆（4J3N4）

*
/
%
&
9

圓鸡欽حىٓإٝ؎؋ؿ �暟䚍♧鋮Ճأؙ

ٝٔ،ك ٦نؚ （ٕ4J3N4）Ճ�

荈⹛鮦鿇ㅷ（4J3N4）Ճ10

շ灇瑔涪ㅷո䷐京伺䬛䱸さ欽حىٓإ 10ˋ٦ٕخأؙ

ꨵ㶨欽حىٓإٝ؎؋ؿ �暟䚍♧鋮Ճأؙ

�٦ٝ㛇匢（4J3N4）Ճٖف�

崞䚍ꆃ㾩ꋛ回騟（".$）㛇匢Ճ�
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54/�90
3�3�
��0
90
3�4

2��0
1 Y 101�

8�0
8�0
�80
���
300
0�27

高熱⠗㼪
高強度

⼱㼪体実装用㛇板
（圧接用）佝熱板

ートシンクؼ

㺘度 +*4  ;8807
+*4  $2141
+*4  31�11
+*4  $2141
+*4  $2110�1
+*4  $2141
+*4  $2141
+*4  $2141
+*4  $2141
+*4  31�07
+*4  31�02
+*4  31�02

갪湡 庠㹀倯岀 ⽃⡘

熱
的
特
性

電
気
的
特
性

機
械
的
特
性

比熱
熱⠗㼪桦

熱花䓸⤘数
窫篑耐⸂

体琎㔿剣䫺䫑
比钷電桦
钷電損㣟

3点刼־強度
灶㠨ꬥ性⦼

َング桦
ン比اアه

䌢温

䌢温։ �00˫
�0)[
䌢温

1.)[
1.)[
䌢温
䌢温
䌢温

.H�m3

+�LH٥,
8�m٥,
Y 10���,
LV�mm
Ēcm

UBOĖ Y 10�4

.1B
.1B٥m1�2

(1B

暴խꞿ

⚺な䱿㤺用途

窒化ケイ素
（4J3/4


邌の⦼は罋⦼で֮り、⥂鏾⦼では֮りませ。

磛歲ⵖ䖴䪮遭
搶穠⸔穈䧭䪮遭

磛歲穠兪化䪮遭
穠兪磛㶨ⵖ䖴䪮遭

ٖؒ ٥謬⻉٥넝꧊琎⻉⸃⳿չ넝ֶֽח䋐㜥أؙصٗزؙ

㘗⻉٥鯪ꆀ⻉պչ넝ワ岚㼎䘔պչ橆㞮锃ㄤպָؤ٦صך넝

䗳갭鿇ָأؙحىٓإٝ؎؋ؿ⮚חծ佝攦䚍⚥ת

勞ׅתְגֹגזהկ ؝،䪮遭ؙحىٓإך磛歲ⵖ䖴

䪮遭꽀⢪ג׃ծ⚅歲剑넝ٖךٕك넝攦⠗㼪䏝א

璛⻉؛؎稆（4J3N4）㛇匢㉀ㅷ⻉ׅתְג׃կ

ꨵ㶨欽؋ؿイٝأؙحىٓإ
窒化ケイ素（Si3N4）

ꨵ㶨用؋ؿイٝセラミックス➿邌⦼♧鋮

4J�/�の넝攦⠗㼪化

�08�N٥,���54/��0

208�N٥,   54N�03
（圓鸡欽حىٓإٝ؎؋ؿ （أؙ

4J�/�
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電㶨用フ؋インセラミックス窒化ケイ素（4J3/4）

54/�90
갪湡

㢩䕎㼄岀

厚さ

り

邌⸇䊨

⽃⡘

mm

Ⱅ䊴

mm

Ⱅ䊴

mm�mm



."9 170 Y 130

p0�1�mm （レーؠーカット）

0�32

p0�0�mm

0�4�以下（͗�0mm）

ラスト⸇䊨ـ

温度˫温度˫

攦⠗㼪桦
8�N٥,

攦花䓸桦


窒化ケイ素（4J3/4


上邌の⦼は垥彊デؠインルールで֮り⥂鏾⦼では֮りませ。 また、上邌以㢩のデؠインにꟼする対応可やにאいてはお問合せください。

#F0、"M203、4Jは他社品。

庠㹀倯岀+*4  31611 ٖ 岀ُءحٓؿ٦ؠ٦ 庠㹀倯岀+*4  $2141  10�5."岀

東芝マテリアルの窒化ケイ素فレーン㛇板は、ꞿ年培た材
料技術と搶穠技術を꽀使して篈㺘で䗍稢な圓鸡を実現し、優
れた堣唒涸暴性と高い熱⠗㼪性をⰯね⪒ てִいます。
窒化ケイ素の熱花䓸桦が4Jثッفに近いた、⼱㼪体実装用
㛇板として最黝で֮るとともに、お㹏圫の㢳圫なニーズにお
応ִします。

窒化ケイ素（Si3N4）ٖفーٝ㛇匢

Ӎ攦⠗㼪桦ֶן״攦花䓸桦の庛䏝⣛㶷䚍

Ӎ垥彊ؠرイٝ

#F0

"M/

4J�/��（54/��0）

"M�0�

2�0

200

100 100 200 300 400 �00200 300 400 �00

1�0

100

�0

0

0�1

0�2

0�3

0

#F0
"M�0�

"M/

4J

4J�/��（54/��0）
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⼱㼪体実装用㛇板の♧㾴の高⥋걾性化の׀要劄にお応ִす
るたに、窒化ケイ素の優れた堣唒涸暴性にい傍く滠湡し、
高強度を維持しなが、従来アルミナ⚛だた熱⠗㼪桦を
4⦓以上にぢ上させたパٙー⼱㼪体用高熱⠗㼪窒化ケイ素
窫篑㛇板の量欵化に⚅歲に⯓꽀けて成⸆しました。
現在では、EV（EMFDUSJD VFIJDMF）�)EV（)ZCSJE EMFDUSJD 
VFIJDMF）用1$6（1PXFS $POUSPM 6OJU）ぢけを⚥䗰に、
高熱⠗㼪窒化ケイ素㛇板の採用が䭁大しています。

厚さ0�32mmの窒化ケイ素㛇板の熱䫺䫑は、厚さ0��3�mm
で熱⠗㼪桦が大きい窒化アルミニウム㛇板の熱䫺䫑とרק
同瘝となります。

下㔳の4Jثッفに電流を流し、ثッفの発熱による温度上傻
ⴓを䫺䫑⦼に䳔皾しています	þV岀
。

窒化ケイ素（Si3N4）ٖفーٝ㛇匢

Ӎ攦䫺䫑の嫰鯰⢽

آーٌُٙػ ールٌرル

Ӎٖفーٝ㛇匢暴䚍の嫰鯰⢽

120

110

100

90

80

70

�0

�0

40

1�4

1�2

1�0

0�8

0��

0�4

0�2

0 0�2

0�10 0�2 0�3 0�4 0�� 0�� 0�7

0�4 0�� 0�8 1�0

شىٕ،
（218�N٥,勞）

شىٕ،

璛⻉؛؎稆

璛⻉؛؎稆
（�08�N٥,勞） 璛⻉،ٕيؐصى

（1708�N٥,勞）

璛⻉،ٕيؐصى

㛇板厚さ（mm）

（mm）

剑
㣐
ذ
ك
ع
ꆀ

㛇板厚さ（mm）

（⽃⡘：mm）

熱
䫺
䫑
و
Ｖ
Ｊ
５
��
�
च
⾨
ص

熱
䫺
䫑
ل
�
�
�
ش
ح
ذ
㜥
さ


はだ
（0�0�厚）

たわ量

蚚重

セラミックス
㛇板

ートシンクؼ

⼱㼪体パッケージ

�点刼־鑐꿀

4J3/4で窫篑

$Vフレーム ⼱㼪体ثッف

はだ
（0�1厚）

$V（銅）
（3�0厚）

$V（銅）
（0�2�厚）

4Jثッف（発熱）

&7�)&7用
䱰用ךפ1$6

&7�)&7用
䱰用ךפ

㖇接

㖇接

㛇板؟イズ：40�33mm
スパン30mmの3点刼־鑐꿀（㛇板の40mm倯ぢを2点佄持）

㛇板の最大たわ量比鯰高熱⠗㼪窒化ケイ素㛇板では、
厚さにꟼわ׆たわ量が他材料の1��⦓以上となり、厚さ
を謬くしてもⶴれ׆に大きくたわことができます。

30mm

レーン㛇板ف

電㶨用フ؋インセラミックス窒化ケイ素（4J3/4）
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電㶨用フ؋インセラミックス窒化ケイ素（4J3/4）

パٙーモジُ ール㛇板を׀要求のお㹏圫に対して、さまׂまな׀使用環境にお応ִ
するた、崞性金属接合岀による銅回騟㛇板を《り䲧 てִおります。
崞性金属銅回騟（"DUJWF .FUBM CSB[FE $PQQFS�".$）㛇板は、う材を➜してセラミッ
クスと銅回騟板を顦り合わせた、フ؋インパターン䕎成が㺁僒な耐熱؟イクル性に優
れるパٙーモジُ ール㛇板です。 セラミックス㛇板は、窒化ケイ素（4J3/4）㛇板です。
".$㛇板は、*(#5をはׄとするパٙートランジスタなど大電⸂⼱㼪体モジُ ール
㛇板として最黝で֮り、⼱㼪体モジُ ールにおける窫篑堣能に⸇ִて佝熱堣能も発
䳸します。

窒化ケイ素（Si3N4）崞䚍ꆃ㾩ꋛ㔐騟（S*N�".$）㛇匢

4*/�".$㛇板の暴ꞿ
ө⽃秪な圓鸡で熱䫺䫑が㼭さい。暴に、厚さ0�32mmの窒化ケイ素製".$㛇板では、0��3�mm厚さの窒化アルミニウム製".$
㛇板と熱䫺䫑がרק同瘝となる   ө堣唒涸強度が高く、低熱䫺䫑化װ高⳿⸂化に対応するたに銅回騟を厚化（։0�8mm）して
も耐熱؟イクル性に優れる  ө灶㠨ꬥ性が高いことַ、銅回騟板上פ電噰畭㶨を湫接超갈岚接合したり、ؼートシンク上פ㛇
板をリベット姺することが可能で֮る  ө熱花䓸⤘数がセラミックス㛇板と同瘝で、4Jثッفを湫接銅回騟板にマウントできる  
ө銅回騟板の接合強度が高い  ө 耐電圧が高い

用途例
ө パٙートランジスタモジُ ール（*(#5、.04'E5など） "

#

(ˏ
'() E

$

%

4J3/4

$V

$V

崞性金属
う材

Ӎ垥彊ؠرイٝ

セラミックス 材颵：窒化ケイ素（4J3/4）。 熱⠗㼪桦 908�m,（+*4 31�11）
$ セラミックス厚さ（mm） 0�2� 0�32 0��3� �1

Ⱅ䊴（mm） p0�0�
"# 㢩䕎㼄岀（mm） 最大剣⸬眔㔲   90Y110 �2

㢩䕎Ⱅ䊴（mm） p0�1� p0�20
�1�セラミックスの厚さで0��3�mmを׀䋞劄の㜥合は、✲にお問合せください。
�2�セラミックス厚さが0�2�mm0�32װmmでは、12�mmY1��mmまで可能な㜥合が֮りますので、׀䋞劄の㜥合は׀湱锑ください。

電噰材 $V
% 銅回騟厚（mm） 0�10 0�1� 0�20 0�2� 0�30 0�40 0��0 0��0 0�70 0�80
E 銅ワ鴟部間ꥫ（mm） mJO�0�� mJO�0�7 mJO�1�0
' 銅パターン䌴（mm）

※セラミックス⩎の接合を㛇彊とする。
※銅パターンの501⩎㼄岀の䭷㹀が֮る㜥合は׀湱锑ください。

mJO�0�4 mJO�0�� mJO�0�7 mJO�1�0

( 銅パターン間ꥫ（mm）
※パターン間窫篑騃ꨄ(は最㼭㼄岀騃ꨄを弫駈すること。

mJO�0�4 mJO�0�� mJO�0�� mJO�1�0 mJO�1�2

銅パターンⰕ䊴（mm） p0�2 p0�3 p0�4 p0��
) 銅パターンテーパー㼄岀（mm） ͗0��%（銅回騟厚%の 1�2 以下）

り（mm） 0�2��0 以下
邌磦さ（+*4 # 0�01�2001） 3[͗1�（3B͗�）
ール強度（+*4 $ �481�199�）ؾ ͘9�8L/�
きⳢ椚 搀電鍑き   /J � /J"V
き厚さ（⟣䠐の庠㹀点） /J�2։�Ğm � /J�2։�Ğm "V�0�0�։0�1Ğm
レジストتルا
※䭷㹀が֮る㜥合は׀湱锑ください。

6V硬化タイف � 熱硬化タイف

レジスト厚さتルا �։4�Ğm

邌の⦼は罋⦼で֮り、⥂鏾⦼では֮りませ。上邌以㢩のデؠインを׀䋞劄される㜥合は、お問合せください。
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窒化ケイ素（4J3/4）
54/�03

3�23
1�00
1000
7�0
4�0

�000
308
0�29
�։8
�80
20
3�0
800
�14

 �1012

葺
葺

갪湡 庠㹀倯岀 ⽃⡘
54/�08

3�27
1�00
1000
900
8�0

4�00
308
0�29
�։8
�80
20
3�0
900
�14

 �1012

葺
葺

54/�23
3�27

1�00
900
700
400

4000
313
0�28
�։7
�80
2�
3�0
700
�14

 �1012

葺
葺

3点刼־強度

圧簭強度
َング桦

ン比اアه
灶㠨ꬥ性⦼

比熱
熱⠗㼪桦

熱花䓸⤘数
熱遼䷼温度䊴

窫篑耐⸂
体琎㔿剣䫺䫑

ꃐ
アルカリ

㺘度
硬度

䌢温
)V（20LHG）

䌢温
1000˫
1200˫

䌢温
䌢温

䌢温

䌢温։ 800˫
（ӛ5D）

�0)[
䌢温

+*4  ;8807
+*4  31�01

+*4  31�01
"45.  $1239

+*4  31�02
+*4  31�02
"45.  '2094
+*4  31�11
+*4  31�11
+*4  31�18

+*4  $2110�1
+*4  $2141

暴խꞿ

⚺な䱿㤺用途

.H�m3

.1B

.1B

.1B

.1B
(1B

 .1Bm  
+�LH  ,
8�m  ,
Y 10���,

˫
LV�mm
Ē  

1�2

機
械
的
強
度
・
熱
的
特
性

電
気
的
特
性
※耐

食
性

高強度
耐摩耗性

ベアリング
エンジン部品

堣唒部品

耐熱性
耐摩耗性

堣唒部品
熱屚䊨Ⱗ

高温耐摩耗部品

耐摩耗性
 耐食性（電食）

ベアリング
エンジン部品

圓鸡欽؋ؿイٝأؙحىٓإ
窒化ケイ素（Si3N4）

؋ؿ圓鸡欽ז圫ղוזشىٕ،稆ծ؎؛⻉ծ挥،ص؝ٕآ

ֿכٕ،ٔذوծ匌蓎ָׅת勞俱ָ֮أؙحىٓإٝ؎

կ璛⻉暟ׅתֶג竲ֽ⡲稆؎؛⻉璛ג䭯

禸ָأؙحىٓإٝ؎؋ؿ䭯א넝ְ攦⠗㼪桦װ䓼䏝ְה

ⵖ䖴䪮ךծչ穠兪磛歲׃傍ֻ滠湡ְח暴䚍⮚

遭պ噰״חהֿծ㸜㹀׃넝䚍腉٥넝堣腉勞俱ծ鿇

ㅷח涪㾜ׇׁ׃תկ

罣䷐署䚍ծ罣굸䚍ծ窫篑䚍ծ罣攦䚍⮚חוזծ넝鸞回鯄

ٓغ涪䳸ׅ暴䚍ךד橆㞮ך넝鸞䷯⹛ծ넝溪瑞瘝װ

銲実׀ך涺圫倯ׅ⻉ծ㢳圫ג׃ה倜稆勞⮚חأٝ

䎢ֶֻח 䘔ִהךֹד罋 կׅתֶגִ

圓鸡用؋ؿイٝセラミックス➿邌⦼♧鋮

磛歲ⵖ䖴䪮遭
搶穠⸔穈䧭䪮遭

磛歲穠兪化䪮遭
穠兪磛㶨ⵖ䖴䪮遭

窒化ケイ素の넝䚍腉化の♧⢽

罣摩署٥넝䓼䏝
5SN��3

罣熊署٥ꨵ 굸
5SN��3

罣攦䚍
5SN���

※耐食性は下鎸の勴⟝で鐰⣣
   շꃐո3��)$˰、9��)2404、�0�)/03、䌢温、9�)S嵴恡խշアルカリո��/B0)40�/B0)嵴恡

邌の⦼は罋⦼で֮り、⥂鏾⦼では֮りませ。խ
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圓鸡用フ؋インセラミックス窒化ケイ素（4J3/4）セラミックス

갪湡
耐熱性

㺘度
熱花䓸⤘数

硬度
َング桦

ン比اアه
耐食性

煁性
㼪電性

素材の穠合状態

⽃⡘ 窒化ケイ素 高炭素クٗム鯥「鋼（46+）
˫

.H�m3

Y 10���,
)W（20LHG）

(1B

800
3�24
3�0

1�00
308
0�29
葺

ꬊ煁性体
窫篑体

共剣穠合

180
7�8

12��
7�0
208
0�3

♶葺
強煁性体

㼪電体
金属穠合

セラミックベアリングの暴ꞿ
高温下で高頾蚚能⸂を維持

転動体（桪または「こ」）の黅䗰⸂を低幾̔㼐ㄏぢ上、傻温姺
傻温によるⰻ部すきまの㢌化が㼭̔䮶動姺、✮圧量の㢌化が㼭

転がり接鍗部の㢌䕎が㼭̔高ⶌ性

ꃐアルカリ徇巉⚥など暴婊環境下での使用が可能
強煁㜥ⰻでの煁化により生ׄる回転㢌動が㼭

電食を姺（発電堣、モータ用など）
屘芘ⴖれによる接鍗部のⳔ滠が㼭

応⸂粸り鵤し数 Y 107

屘情徽 宏情徽

 挥化ケイ素
（Si$）

挥化ケイ素（Si$）

 窒化ケイ素
（Si3N4）

宏情徽
宏麣宏

ثٝ؎��3
璛⻉؛؎稆（4J3N4）桪

屘情徽
屘ٕسٝؾأ

ي넝挥稆ؙٗثٝ؎��3
鯥「ꏇ（46+2）桪

情徽

湱䩛勞

蚚ꅾ
回鯄数

䘔⸂粸鵤׃数1�0� Y 107回嫣فح،فحذأח
1200SQN

 窒化ケイ素
（Si3N4）

 ،ルミش
（"˰�03）

 ،ルミش
（"˰�03）

،ص؝ルآ 
（;S0�）

،ص؝ルآ 
（;S0�）

Ӎぐ珏أؙحىٓإ勞俱の罣蚚ꅾ鑐꿀穠卓

鑐꿀勴⟝

（吳）ジؑイテクト嫃׀提供

蚚
ꅾ
桪
♧
⦐
䔲
ذ
ق


蚚
ꅾ
桪
♧
⦐
䔲
ذ
ق


0 0
999

1�08 2�1� 3�24 4�32 ��4 ��48 7��� 8��4

応⸂粸り鵤し数 Y 107

1�08 2�1� 3�24 4�32 ��4 ��48 7��� 8��4

2�0

�00

7�0

1000

12�0

999

2�0

�00

7�0

1000

12�0

Ӎ窒化ケイ素كؙحىٓإ،ؚٔٝの暴長

邌の⦼は罋⦼で֮り、⥂鏾⦼では֮りませ。

軽量で、ַ 高強度、高ⶌ性、耐摩耗性など優れた堣唒涸暴א
性をもא窒化ケイ素（4J3/4）セラミックスをぐ珏圓鸡部品とし
て顋㡰しております。暴に、高性能ベアリングの実現に欠ַせ
ない部材で֮り、㢳倯の鯥「に黝用されております。

ٝٔ،ك ール（Si3N4）نؚ
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圓鸡用フ؋インセラミックス窒化ケイ素（4J3/4）セラミックス

 標準窒化ケイ素

開発材

広島県立総合技術研究所との共同研究成果

引
張
せ
ん
断
強
度

試験回数 （回）

 （kN）

7

6

5

4

3

2

1

0
0 500 1000

従来の金属部品に比べ軽量で、耐摩耗性が高く、耐食性に優
れる窒化ケイ素セラミックスは、1987年、アメリカのディーゼ
ルエンジンメーカーで、当時最大手のカミンズエンジン社と
共同開発し、ディーゼル車の燃料シス テム系耐摩耗部品に採
用されました。現在では、ディーゼル燃料噴射装置のコモンレ
ールシステムの部品にも採用されています。
また、最近では、電気自動車（EV）のモーターに使用されるベ
アリングの電食対策に、耐摩耗性にも優れる窒化ケイ素セラ
ミックスボールが採用され、環境問題に貢献できる材料とし
て利用されています。
このように30年以上にわたり培われた「商品技術」と「材料技
術」の融合により、コストパフォーマンスに優れた製品を東芝
マテリアルは提供してまいります。

自動車部品（Si3N4）

電気自動車（EV）のモーターのベアリング

摩擦攪拌接合とは、回転するツールを被
接合体材に押し当てることで摩擦熱を発
生させ、母材を攪拌（塑性流動）させること
により接合する技術です。
東芝マテリアルでは窒化ケイ素ツールを
開発し、アルミニウム、銅、などの低融点金
属だけではなく、高融点の鉄鋼材料でも
接合を実現しました。

摩擦攪拌接合ツールは、
高温下での耐摩耗性が 
要求されます。窒化ケイ
素は他素材に比べ、耐摩
耗性に優れています。

《研究開発品》 摩擦攪拌接合用セラミックスツール

東芝マテリアルで新開発した窒化ケイ素ツールは、重ね合わ
せ（冷間圧延鋼板1mm厚の2枚重ね）接合体の強度を高レベ
ルで維持することが可能となりました。

点接合用ツール

例： 元の状態

窒素ケイ素
（1000打点）

アルミナ（17打数）

欠損
↓

摩耗
↓

欠損
↓

摩耗↓

炭素珪素（42打点）

ジルコニア（2打数） 超硬合金（12打点）

長寿命の窒化ケイ素ツール

※この製品は研究開発品です。お問合せは別途対応させていただきます。
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醡品《䪔ְ♳のֶ격ְ

吳䒭⠓社東芝およןの㶨⠓社なןにꟼ⤘⠓社を以下「当社」といいます。
劤项料に䲓鯹されているعーسウエア、اフトウエアおよןシステムを以下「劤製品」といいます。

Ӣ 劤製品にꟼする䞔㜠瘝、劤项料の䲓鯹ⰻ㺁は、技術の鹌娄などにより✮デなしに㢌刿されることが֮ります。

Ӣ 俑剅による当社の✲の䪫閉なしに劤项料の転鯹醱製を犜ׄます。また、俑剅による当社の✲の䪫閉を䖤て劤项料を転鯹
醱製する㜥合でも、鎸鯹ⰻ㺁に♧ⴖ㢌刿を⸇ִたり、ꤐしたりしないでください。

Ӣ 当社は品颵、⥋걾性のぢ上に⸕ていますが、劤製品は♧菙に温度װꨜ㔲気など環境の㢌化により暴性の㢌化װ灶損、铎動
⡲が発生する㜥合が֮ります。劤製品を׀使用갥く㜥合は、劤製品の暴性㢌化װ灶損、铎動⡲により生ㄏ٥魦体٥頿欵が⣿㹱さ
れることのないように、お㹏圫の顑⟣において、お㹏圫のعーسウؑアا٥フトウؑア٥システムに䗳要な㸜Ⰻ鏣鎘を遤うことを
お격いします。なお、鏣鎘およן使用にꥷしては、劤製品にꟼする最新の䞔㜠（劤项料、➬圫剅、技術项料など）およן劤製品が
使用される堣㐻の《䪔铡僇剅、乼⡲铡僇剅などを׀然钠の上、これに従てください。また、上鎸项料などに鎸鯹の製品デー
タ、㔳、邌などに爙す技術涸なⰻ㺁、ٗفグラムなどの䞔㜠を使用する㜥合は、お㹏圫の製品⽃杝およןシステムⰋ体で⼧ⴓに
鐰⣣し、お㹏圫の顑⟣において黝用可やをⴻ倖してください。

Ӣ 劤製品は、暴別に高い品颵٥⥋걾性が要求され、またはの佦ꥺװ铎⡲動が生ㄏ٥魦体に⽬㹱を⿹רす䛊れ、花大な頿欵損㹱
を䒷き饯こす䛊れ、もしくは社⠓に帾ⵟな䕦갟を⿹רす䛊れの֮る堣㐻（以下ˑ暴㹀用途˒という）に使用されることは䠐㔳され
ていませし、⥂鏾もされていませ。暴㹀用途には⾱㶨⸂ꟼ鸬堣㐻、菓瑞٥㸘㸾堣㐻、⼔洽堣㐻（قルスケアꤐく）、車鯹٥鱐鷏
堣㐻、車٥菹菰堣㐻、❛鸐⥋〾堣㐻、燃搶٥旗発ⵖ䖴堣㐻、ぐ珏㸜Ⰻꟼ鸬堣㐻、傻꣬堣㐻、発電ꟼ鸬堣㐻などがろまれます
が、劤项料に⦐別に鎸鯹する用途はꤐきます。暴㹀用途に使用された㜥合には、当社は♧ⴖの顑⟣を頾いませ。なお、鑫稢
は当社㌀噟璞〡まで、または当社8FC؟イトのお問い合わせフォームַお問い合わせください。

Ӣ 劤製品を、ⴓ鍑、何鸡、何㢌、缺周、醱製瘝しないでください。

Ӣ 劤製品を、㕂ⰻ㢩の岀⟀、鋉⿹ןㄏ⟀により、製鸡、使用、顋㡰を犜姺されている製品に使用することはできませ。

Ӣ 劤项料に䲓鯹して֮る技術䞔㜠は、製品の➿邌涸動⡲٥応用を铡僇するたのもので、の使用にꥷして当社⿹ן痥♲罏の濼
涸頿欵埄の他の埄利に対する⥂鏾または実倵埄の鏩閉を遤うものでは֮りませ。

Ӣ 別途、剅による㤍秈またはお㹏圫と当社が合䠐した➬圫剅がないꣲり、当社は、劤製品およן技術䞔㜠にꟼして、僇爙涸に
も럀爙涸にも♧ⴖの⥂鏾（暴性の⥂鏾、商品性の⥂鏾、暴㹀湡涸פの合荜の⥂鏾、䞔㜠の姻然性の⥂鏾、痥♲罏の埄利のꬊ⣿
㹱⥂鏾をろがこれにꣲない。）をしておりませ。

Ӣ 劤製品、または劤项料に䲓鯹されている技術䞔㜠を、大量灶㠨Ⱔ㐻の開発瘝の湡涸、鮩✲利用の湡涸、֮ るいはの他鮩✲用
途の湡涸で使用しないでください。また、鱐⳿にꥷしては、「㢩㕂捀剏⿹ן㢩㕂顫僒岀」、「碛㕂鱐⳿盖椚鋉」瘝、黝用֮る鱐⳿
ꟼ鸬岀⟀を黼㸚し、れの㹀るとこにより䗳要な手竲を遤てください。

Ӣ 劤製品には、㢩㕂捀剏⿹ן㢩㕂顫僒岀により、鱐⳿または嵲㢩פの提供が鋉ⵖされているものが֮ります。

Ӣ 劤製品の3P)4黝合性など、鑫稢にאきましては製品⦐別に䗳׆当社㌀噟璞〡までお問い合わせください。劤製品の׀使用に
ꥷしては、暴㹀の暟颵のろ剣٥使用を鋉ⵖする3P)4䭷⟀瘝、黝用֮る環境ꟼ鸬岀⟀を⼧ⴓ锃叨の上、ַ ַる岀⟀に黝合するよ
う׀使用ください。お㹏圫がַַる岀⟀を黼㸚しないことにより生ׄた損㹱にꟼして、当社は♧ⴖの顑⟣を頾いַねます。
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この印刷物に使用している紙の木材繊維は、
適切に管理された森林から切り出されたものです。

匌蓎ٔذو،ル吳䒭⠓爡
տ 23��8�22  埆嵋䋐熖㶨⼒新勒歊歕8殢㖑  （吳䒭⠓社東芝  埆嵋✲噟所ⰻ）
5E-（04�）770�3100（➿邌）խ'"9（04�）770�3030

最新䞔㜠װ製品䞔㜠は、下鎸مームلージを׀鋮ください。

IUUQT���XXX�UPTIJCB�UmBU�DP�KQ�

匌  ❨ （03）3457�4�75
㣐  ꢻ （06）6130�2166

㕂ⰻ㌀噟䬿挿ꨵך鑧殢〾

《䪔䏄
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